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２００８年のねじ産業に関する報告
２００８年１１月

‖

は じ め に
‖

２００８年の我が国のねじ産業はどのように推移し年末を締め括るのでしょうか。昨

年の米国サブプライムローン問題に端を発した金融危機はじわじわと影響を及ぼし

遂に世界経済全体にまで深刻な打撃を与える様相となってきています。米大手証券

会社が相次いで破綻し，この震源地である米国では自動車メーカービッグスリーの

大幅なリストラと再編問題がクローズアップされ，原油高騰も背景に個人消費が落

ち込んで景況の先行き見通しもきわめて不透明な状況となっているといえます。年

央に至ってそうした問題が一気に表面化してきましたが，我が国の対米輸出も年後

半に入って減少に転じている状況です。

しかしオリンピックが開催された中国や中東，ロシアなど新興国向け輸出は増加

が続いたことで我が国の自動車生産も２００８年上半期は前年同期比６％増の６００万台

を超えるなど今年前半の産業動向は堅調な推移をみせていたといえます。だが，こ

こにきて高炉メーカーは粗鋼生産の減産を打ち出しており，造船向けの受注残や大

型建機などの需要はかかえているものの建築部門ほかでの需要見込みは期待できな

いとの見方から減産の方向を明らかにしています。一挙に円高ドル安が進み為替相

場も激変をみせており，今年後半から年明後の動向がどう推移していくのかが注視

されるところです。

先ず，我が国の産業活動の実態を表わす鉱工業生産指数（２００５年＝１００，季節調

整済み）を経済産業省資料でみると，２００８年第Ⅰ期（１～３月）は１０８．４，第Ⅱ期

（４～６月）は１０７．５，７月は１０８．３，８月は１０４．５と推移しています。第Ⅰ期は前年

同期比２．３％増，第Ⅱ期は前年同期比１．０％増，そして７月は前年同月比２．４％増，

８月は前年同月比６．９％減と推移。製造工業生産予測調査によると９月は上昇し，

１０月は低下の予測で総じて生産は弱含みで推移しているとの判断です。

今度の世界金融危機は過大な資金の投機が根幹になっているといえますが，よう

やく原油価格も下落をみせはじめ，またニッケルやクロム価格も天井知らずの高騰

から値下げに反転するなど情勢は変化を示しています。激しく変動する世界経済で

すが，投機をもって世界の経済が回っていく訳ではないでしょうし，その基盤には
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しっかりとした”ものづくり”が今後も行われていかなければならないと言えるの

ではないでしょうか。

こうした目まぐるしい激変の中にあっても，イワタボルトは国内および海外の両

面にわたって確固とした基盤づくりに今年も引き続き積極的に取り組んできたとこ

ろです。今後も巨大市場のひとつであることに変わりはない米国では，当社の現地

法人である IWATA BOLT USA INC.がオハイオ州フェアフィールド市の新工場建

設予定地の鍬入れ式を３月に行い，今年末の竣工を目標に建設が進められています

（下の完成予想図）。また IWATA BOLT（THAILAND）CO. LTD.も業容の拡大

に伴い従来の２倍の倉庫能力のある２０１６平方メートル規模の新社屋に移転し，中国

の岩田螺絲（深 ）有限公司は６月に最新鋭の熱処理設備一式を導入して自社工場

による一層の品質の安定と供給体制の拡充強化を図りました。何れもそれぞれの地

域において現地に密着した特色のある事業を展開していくのが狙いです。合わせて

昨年に第５期計画で最新鋭めっき設備を導入し一貫生産体制を敷いた国内生産拠点

の栃木工場も，引き続いて生産設備の最新機種の導入等を推進し，お得意先のさま

ざまなニーズにお応えしています。

IWATA BOLT USA INC.新工場

の完成予定図
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＜１＞ねじの生産と出荷

初めに，先に発表された平成１８年（２００６年）工業統計表をもとにねじ製品の出荷

状況をみると，平成１８年の４人以上事業所におけるねじ製品出荷額は９，５９４億６００万

円で前年比８．２％増を示しました。４年連続しての増加で，１０年振りの９千億円台

回復の出荷額となりました。

また，平成１９年（２００７年）の 日本ねじ工業協会ねじ生産実績調査によると，同

年のボルト・ナット・小ねじ（タッピンねじを含む）・木ねじの調査対象４品目の合

計は９，００５億４，１００万円で前年比８．２％増となり，６年連続で増加しました。今年に

入ってからの状況では，平成２０年（２００８年）１～６月半年間のねじ生産実績が４，６８０

億２，４００万円となり，前年同期比で６．１％増を示しています。

しかし，今年下期に入ってから受注が落ち込んでいる状況もでており，また増伸

を続けてきたねじ輸出が下期はどう推移していくのかなどにより，年間ベースの生

産額には変化があらわれてくることも予測されるところです。

ねじ生産出荷の概況はこのような動向を示していますが，次にその内容を詳しく

みることにします。

我が国ねじ産業の全体的な動向を示している工業統計表・平成１８年（２００６年）版

では，ねじ産業（製造業）の従業員３人以下を含む全事業所における同年のねじ出

荷額は９，８０６億９，９００万円で，前年比７．７％増となりました。事業所数も４，０７４事業所

で前年比３．４％増え，また従業員数も４４，５１２人と同３．１％増加しました。この全事業

所でみる傾向としては，事業所数は前年比増となりましたが年々減少の傾向を辿っ

ており，これに対して従業員数は４年連続で増加，ねじ出荷額も４年連続の増加で，

ねじ産業全体では上向きで推移しています（表２）。

次いで，工業統計表のベースとなっている４人以上事業所における状況をみると

事業所数では前年比６．８％減の１，８０２事業所，従業員数は同２．１％増の４０，０３８人，出

荷額は前述のとおり同８．２％増の９，５９４億６００万円，付加価値額も同１．９％増の４，１２１

億７，５００万円となりました（付加価値額は，生産額から消費税を除く内国消費税額

と推計消費税額および原材料使用額等と減価償却額を差引いたものです）。

この４人以上事業所における２００６年の状況は，事業所数は前年比減少となりまし

たが，従業員数，出荷額，付加価値額ともにプラスを示し，この結果，１事業所当

りの出荷高は前年比１６．０％増の５億３，２４０万円となり，従業員１人当りの出荷高も

同５．９％増の２，３９６万円となっています。また，総出荷額のうち４人以上事業所が占

める出荷額の割合についても９７．８％となり，前年の９７．４％から０．４％ポイント高ま

りました。なお，この比率は平成１５年は９７．０％，同１６年は９７．２％でしたから，この
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〈表１〉ねじ産業５年間の推移（従業員４名以上，工業統計表産業編より） （出荷額・付加価値額＝百万円）

２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年

事 業 所 数
％

１，８９２
１００．０

１，９８９
１０５．１

１，８１６
９６．０

１，９３３
１０２．２

１，８０２
９５．２

従 業 員 数
％

３６，９７１
１００．０

３７，７７４
１０２．２

３７，６８４
１０１．９

３９，２０９
１０６．１

４０，０３８
１０８．３

出 荷 額
％

７５１，６５６
１００．０

７８９，９９２
１０５．１

８２８，５９１
１１０．２

８８７，０３５
１１８．０

９５９，４０６
１２７．６

付加価値額
％

３５０，０１７
１００．０

３７７，９８４
１０８．０

３８８，５３６
１１１．０

４０４，３３９
１１５．５

４１２，１７５
１１７．８

〈表２〉ねじ産業５年間の推移（全事業所，同産業編より） （出荷額＝百万円）

２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年

事 業 所 数
％

４，４８２
１００．０

４，２２４
９４．２

４，１０４
９１．６

３，９３９
８７．９

４，０７４
９０．９

従 業 員 数
％

４１，７６４
１００．０

４２，２００
１０１．０

４２，２０４
１０１．１

４３，１９１
１０３．４

４４，５１２
１０６．６

出 荷 額
％

７７３，５４０
１００．０

８１４，２４５
１０５．３

８５２，１１２
１１０．２

９１０，６９３
１１７．７

９８０，６９９
１２６．８

〈表３〉ねじ産業の推移（出荷額ピークの１９９１年以降，４人以上事業所）

年 事業所数 ％ 従業員数 ％ 出荷額（百万円） ％

１９９１

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

００

０１

０２

０３

０４

０５

０６

２，８８２

２，６７６

２，７２０

２，４６５

２，５６１

２，４１０

２，３４３

２，４２９

２，１７６

２，２３９

２，０２８

１，８９２

１，９８９

１，８１６

１，９３３

１，８０２

１００．０

９２．９

９４．４

８５．５

８８．９

８３．６

８１．３

８４．３

７５．５

７７．７

７０．４

６５．６

６９．０

６３．０

６７．１

６２．５

４８，６５３

４６，２３６

４６，２１２

４３，８１９

４４，３６１

４３，９６２

４３，０１９

４０，９７１

３９，２９８

３９，６３４

３８，４５１

３６，９７１

３７，７７４

３７，６８４

３９，２０９

４０，０３８

１００．０

９５．０

９５．０

９０．１

９１．２

９０．４

８８．４

８４．２

８０．８

８１．５

７９．０

７６．０

７７．６

７７．６

８０．６

８２．３

１，１７９，７１３

１，１００，４４８

１，０３３，６９０

９５７，７４２

９６８，０５４

９７５，８６０

９７６，０１９

８６１，１４５

７９８，７１７

８２６，７９６

８００，９４７

７５１，６５６

７８９，９９２

８２８，５９１

８８７．０３５

９５９，４０６

１００．０

９３．３

８７．６

８１．２

８２．１

８２．７

８２．７

７３．０

６７．７

７０．１

６７．９

６３．７

６７．０

７０．２

７５．２

８１．３
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３年間は年々高まっている傾向にあります（表１）。

続いて，従業員４人以上事業所における品目別の出荷状況をみると，（表４）の

ようになっています。ボルト・ナットは数量で前年比６．１％増の２１８万５，４７０トン，

金額では同９．７％増の６，５８９億７，８００万円に，小ねじ・木ねじは数量で３０．５％増と大

幅な伸びを示して２８万１，６１０トン，金額は５．４％増の９９０億８，５００万円，リベットは数

量で２．７％減の７万８３４トン，金額では１．２％増の２９４億３，４００万円，数量統計のない

ねじ関連製品が金額で８．５％増の１，１２６億３，６００万円，同様に座金類は３．１％減の３００

億４００万円という状況。これらの合計で，数量では関連製品と座金は含まれないが

２５３万７，９１４トンで前年比８．１％増，金額は全品目９，３０１億３，７００万円で前年比８．３％増

〈表４〉品種別出荷状況（従業員４名以上，工業統計表品目編による） （出荷量トン，出荷額百万円）

２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年

ボルト・
ナ ッ ト

量
％

１，９８２，３８８
１００．０

２，０１８，７６０
１０１．８

２，００１，８０９
１０１．０

２，０６０，１８８
１０３．９

２，１８５，４７０
１１０．２

額
％

５１８，８４６
１００．０

５３９，３１１
１０３．９

５５７，６０９
１０７．５

６００，９０６
１１５．８

６５８，９７８
１２７．０

小ねじ・
木 ね じ

量
％

２１４，０８４
１００．０

２２８，０１０
１０６．５

２１１，６５２
９８．９

２１５，７３８
１００．８

２８１，６１０
１３１．５

額
％

８０，３８７
１００．０

８７，２４４
１０８．５

８９，１８３
１１０．９

９４，０１１
１１６．９

９９，０８５
１２３．３

リベット

量
％

７１，３８１
１００．０

７２，９７９
１０２．２

７２，９４４
１０２．２

７２，８２４
１０２．０

７０，８３４
９９．２

額
％

２４，０２４
１００．０

２５，５１０
１０６．２

２６，７６１
１１１．４

２９，０９５
１２１．１

２９，４３４
１２２．５

座 金

量
％

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

額
％

２１，６８２
１００．０

２６，４２４
１２１．９

２８，８０２
１３２．８

３０，９６２
１４２．８

３０，００４
１３８．４

関連製品

量
％

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

額
％

９７，４１３
１００．０

１０３，２４３
１０６．０

１０９，７３５
１１２．６

１０３，７９５
１０６．６

１１２，６３６
１１５．６

合 計

量
％

２，２６７，８５３
１００．０

２，３１９，７４９
１０２．３

２，２８６，４０５
１００．８

２，３４８，７５０
１０３．６

２，５３７，９１４
１１１．９

額
％

７４２，３５２
１００．０

７８１，７３２
１０５．３

８１２，０９０
１０９．４

８５８，７６９
１１５．７

９３０，１３７
１２５．３
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となっています。

小ねじ・木ねじの出荷数量が前年比３０％超の大幅増となっていますが，木ねじは

ねじ生産全体における比率も極めて小さい品目となっていますから，タッピンねじ

を含めた各種小ねじ類の生産が活発に進められたものと思われます。

なお，出荷額で（表１）と（表４）の金額が一致していないのは，表１の出荷額

には製造品出荷額に加工賃収入額，製造工程からでたくずなどの出荷額およびその

〈表５〉ねじの年別生産推移 単位：生産量トン，出荷額百万円（ 日本ねじ工業協会資料より）

２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ’０７／’０６％

ボ ル ト
量 １，５２３，８０７ １，６６９，０４２ １，７４３，１２７ １，８７１，０８４ １，９８４，９９４ ＋６．１

額 ３２６，１９９ ３５７，０６４ ３９３，７１０ ４４１，５９２ ４８１，６９２ ＋９．１

ナ ッ ト
量 ７９５，９９５ ８５１，９７８ ９０２，３１２ ９４４，２２９ １，０２６，４２２ ＋８．７

額 ２２２，５３６ ２３９，５５１ ２６３，６１０ ２８３，４４６ ３０５，５５７ ＋７．８

小 ね じ
量 ２７９，３３４ ２９１，９６９ ３０５，２８４ ３０３，１０８ ３１８，１６７ ＋５．０

額 ９６，２７０ １０２，６９３ １０５，４４３ １０３，８４２ １１０，１２７ ＋６．１

木 ね じ
量 ６，６４０ ６，６４１ ６，６２８ ６，５６６ ５，９０５ －１０．１

額 ２，９１５ ３，０２１ ３，１１０ ３，０４３ ３，１６５ ＋４．０

合 計
量 ２，６０５，７７６ ２，８１９，６３０ ２，９５７，３５１ ３，１２４，９８７ ３，３３５，４８８ ＋６．７

額 ６４７，９２０ ７０２，３２９ ７６５，８７３ ８３１，９２３ ９００，５４１ ＋８．２

〈表６〉２００８年１～６月の月別ねじ生産推移 単位：同上（ 日本ねじ工業協会資料より）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １～６月

ボ ル ト
量 １４７，１８６ １７１，３９２ １７０，３９２ １７１，９８６ １５９，４４５ １７４，８９６ ９９５，２９７

額 ３７，６８０ ４４，０４８ ４３，７９１ ４２，９９７ ４０，１８０ ４３，７２４ ２５２，４２０

ナ ッ ト
量 ８３，０１７ ９２，２３２ ９６，４９１ ９１，８４９ ８６，７６９ ９４，２５４ ５４４，６１２

額 ２４，７３９ ２７，３０１ ２７，７８９ ２６，０８５ ２４，７２９ ２６，９５７ １５７，６００

小 ね じ
量 ２４，８９４ ２７，６４２ ２７，０７４ ２６，１７４ ２４，４４３ ２６，９３５ １５７，１６２

額 ８，８１２ ９，８４１ ９，８８２ ９，４４９ ８，９２２ ９，５０８ ５６，４１４

木 ね じ
量 ４２９ ４８２ ５１７ ５２２ ５４６ ５１７ ３，０１３

額 ２２９ ２５８ ２６２ ２７５ ２８９ ２７７ １，５９０

合 計
量 ２５５，５２６ ２９１，７４８ ２９４，４７４ ２９０，５３１ ２７１，２０３ ２９６，６０２ １，７００，０８４

額 ７１，４６０ ８１，４４８ ８１，７２４ ７８，８０６ ７４，１２０ ８０，４６６ ４６８，０２４
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他の収入額が含まれているため。消費税および内国消費税を含んでいます。

続く平成１９年（２００７年）の動向を知りたいところですが工業統計表は例年２年遅

れの発行のため予測の域をでませんが，前記にもふれたように 日本ねじ工業協会

のねじ４品目の生産実績調査がありますので，これをもとにみることにします。

２００７年の我が国工業の実態（全体の動向）については，この１０月１０日に平成１９年

工業統計速報が公表され， 事業所数は２年ぶりの減少で１４０，７９５事業所（前年は

１３６，９１７事業所）となり，従業者数は２年連続の増加で前年比０．６％増の７７８万２，７０１

人， 製造品出荷額等は３２７兆円（前年は３０６兆円），付加価値額も１０４兆円（同１０３

兆円）で，製造品出荷額では輸送用機械，一般機械，化学，鉄鋼，電子部品，デバ

イスなどが上位を占めていることが速報されました（何れも従業者１０人以上の製造

事業所についてとりまとめたもの）。

２００７年工業の動向は事業所数は減少しましたが，工業界全体では積極的な生産活

動が展開されたことが製造品出荷額によりうかがえます。

このため２００７年のねじ生産も（表５）にみるようにボルト・ナット，小ねじ（タ

ッピンじを含む），木ねじ４品目合計は前年比６．７％増の３３３万５，４８８トン，金額も同

８．２％増の９，００５億４，１００万円と伸びました。数量および金額ともに６年連続の増加

となり，２年続けての３００万トン台を示し，またこの４品目合計の生産額では初め

て９，０００億円台に乗りました。

品目別の生産状況では，ボルトが数量で前年比６．１％増の１９８万４，９９４トン，金額

は同９．１％増の４，８１６億９，２００万円，ナットが８．７％増の１０２万６，４２２トン，金額は７．８

％増の３，０５５億５，７００万円，タッピンねじを含む小ねじが５．０％増の３１万８，１６７トン，

金額は６．１％増の１，１０１億２，７００万円，木ねじは数量で減少し金額増加で，１０．１％減

の５，９０５トン，金額４．０％増の３１億６，５００万円となっています。

２００８年に入ってからのこの４品目の生産動向では，０８年１～６月実績で前年同期

比３．８％増の１７０万８４トン，金額では６．１％増の４，６８０億２，４００万円という状況で数量・

金額ともに増加しています。今年上半期は，自動車の生産が前年同期に比べ３４万台

強の増加となったことや，ねじ輸出も米国向けは減少したものの中国や東南アジア

諸国など向けが増加したことで堅調に推移してきたといえます。

この上期生産の品目別の状況は，ボルトが数量で前年同期比２．０％増の９９万５，２９７

トン，金額では７．５％増の２，５２４億２，０００万円，ナットが８．９％増の５４万４，６１２トン，

金額は５．０％増の１，５７６億円，小ねじ（タッピンねじを含む）が１．３％減の１５万７，１６２

トン，金額は３．４％増の５６４億１，４００万円，木ねじは２．８％減の３，０１３トン，金額も２．８

％減の１５億９，０００万円となっています。中国と台湾に移行した木ねじの生産減少は

ともかくとして，タッピンねじを含む小ねじ類が生産数量で１．３％減ながら前年同

期比マイナスを示しました。タッピンねじは今年上期の輸出が減少しており，この
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影響もあるものとみられます。

＜２＞ね じ の 輸 出

我が国のねじ輸出は生産額の２割余を占めており，工業統計表のねじ出荷額（生

産額）と貿易統計のねじ輸出額の割合でみると，２００４年は２１．６％，２００５年は２２．８％，

２００６年は２３．９％と推移し，このところ生産に対する輸出比率が少しずつですが高ま

っている傾向にあります。これは自動車や家電メーカーなどの海外進出による現地

生産組立向けのねじ輸出が増えていることが，その理由のひとつにあげられます。

例えば，タイ向けねじ輸出は下記に示すように増伸しており，２００３年の１５，０００トン

余から，０５年は３１，０００トン強，０７年には３５，０００トン強と増え続けていますが，同国

には日本から自動車，家電，機械メーカーなどの企業が数多く進出し生産を行って

います。

２００７年のねじ輸出も前年比数量で１２．９％増の３０万７６７トン，輸出額では同１５．６％

増の２，５７５億６，７００万円と２桁増の大幅な伸びを示しました。輸出数量では１９８５年

（昭和６０年）の３０万５，５８８トン以来，２２年振りの３０万トン台となりました。主要な米

国向けは微増にとどまりましたが，中国をはじめタイ，インドネシア，欧州，それ

にメキシコやブラジル，インド向けなどの輸出が増伸し，国別では，米国に次いで

第二の輸出先国となっている中国向けが前年比数量で３割強の伸びになっています。

また，２００７年のねじ輸出実績は前年比数量で１２．９％増となりましたが，これは２００４

年の同１４．４％増以来の高い２桁増です。ちなみに２００５年は同９．８％増，２００６年は同

６．８％増と推移しています。

先ず主要国別の輸出状況（数量ベース，表８）をみると，主力の米国向けは０．８

％微増の９６，９９９トンですが，第二位の中国向けは３４．３％増の４８，００８トンとなり２００６

年に次いで前年比１万トンを超える伸びとなり，第三位のタイ向けも１６．０％増の

３５，３６６トンを輸出，続いてインドネシアとメキシコ向けも１万トン超の輸出先国と

なり，インドネシア向けは４２．５％増の１２，５０９トンと大幅増，メキシコ向けも１１．３％

増で１０，８７８トンの輸出となりました。さらに，ブラジル，インド，オーストリア向

けも増加して何れも４，０００トンをこえる輸出先となり，また欧州向けも１９．５％増の

４９，２９０トンが輸出されました。これに対してマレーシア，台湾，フィリピン，カナ

ダ向けなどが減少という状況です。

次いで品目別の輸出では，ステンレスナットが減少しましたが，鉄鋼製ボルト，

鉄鋼製ナットが２桁増を示すなど主要ねじ品目は増伸しています。

鉄鋼製ボルトは数量で１７．５％増の１６５，２８９トン，金額は２０．９％増の１，０３４億８，７００

万円となり同品目は初めて１，０００億円の輸出商品となっています。鉄鋼製ナットは
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１４．４％増の６９，８８４トン，金額は１９．１％増の５６０億２，４００万円と増加。

素材値上げが続いたステンレスボルト・ナットは，ステンレスボルトが１８．０％増

の３，０７８トン，金額は３０．４％増の４７億８，１００万円と金額の伸びが大きくなっています。

しかしステンレスナットは３４．０％減の９６２トン，金額も０．８％微減の２３億８，４００万円

〈表７〉ねじの輸出（品目別） 単位：重量トン，金額百万円（貿易統計より）

２００６年 ２００７年 増減％ ２００８．１～６

鉄鋼製ボルト
重量
金額

１４０，６１１．９
８５，５８９．１

１６５，２８９．２
１０３，４８７．８

＋１７．５
＋２０．９

８７，３３１．９
５３，８８６．９

ステンレスボルト
重量
金額

２，６０８．０
３，６６７．３

３，０７８．７
４，７８１．８

＋１８．０
＋３０．４

１，６９５．１
２，２９７．４

鉄鋼製ナット
重量
金額

６１，１０８．２
４７，０４０．９

６９，８８４．４
５６，０２４．４

＋１４．４
＋１９．１

３７，１１２．８
２８，７７８．５

ステンレスナット
重量
金額

１，４５７．３
２，４０３．２

９６２．５
２，３８４．６

－３４．０
－０．８

３７２．１
１，１０８．８

鉄鋼製タッピンねじ
重量
金額

１１，０１２．９
１０，７９７．２

１１，５６４．０
１１，９８７．３

＋５．０
＋１１．０

５，５７５．６
５，９７１．５

鉄鋼製木ねじ
重量
金額

１９２．０
２８０．７

２１７．６
３２６．４

＋１３．３
＋１６．３

１３１．４
２０４．１

鉄鋼製その他のねじ
重量
金額

１７，８１２．８
３１，４８３．１

１８，５８２．４
３４，４４３．７

＋４．３
＋９．４

９，３９７．７
１６，７７４．５

鉄鋼製その他ねじ付品
重量
金額

２，０９８．５
２，１６６．３

２，４８５．１
２，３６６．２

＋１８．４
＋９．２

１，３５２．１
１，１０２．８

鉄鋼製リベット
重量
金額

２，９５８．８
４，１２３．８

３，１１９．０
４，７１７．０

＋５．４
＋１４．４

１，６７９．３
２，２７６．８

鉄鋼製ねじ無製品
重量
金額

７，９２８．７
１０，３０１．０

７，７９１．０
１１，１５２．１

－１．７
＋８．３

４，３８５．９
５，９７６．３

鉄鋼製コーチねじ
重量
金額

３７６．８
７７４．４

９２．６
２１２．２

－７５．４
－７２．６

２３．０
５２．５

鉄鋼製スクリューフック
重量
金額

６４．４
８９．６

２９．２
４５．９

－５４．７
－４８．８

２４．８
３４．２

鉄鋼製ばね座金
重量
金額

１，９２７．２
２，９８６．８

１，８２８．５
２，９０５．２

－５．１
－２．７

９５２．２
１，３８９．５

鉄鋼製平座金
重量
金額

１４，４３２．５
１７，６４５．７

１４，３１６．６
１９，２０７．５

－０．８
＋８．９

７，１６３．３
９，２７３．８

鉄鋼製コッタピン
重量
金額

７４４．３
１，２２３．２

７０３．０
１，３５０．４

－５．５
＋１０．４

４６１．１
８６２．２

銅 製 品
重量
金額

１，０３０．５
２，１９１．３

８２３．８
２，１７５．１

－２０．１
－０．７

３２５．８
９２２．３

総 計
重量
金額

２６６，３６４．８
２２２，７６３．６

３００，７６７．６
２５７，５６７．６

＋１２．９
＋１５．６

１５７，９８４．１
１３０，８２２．６
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に。この主因はメキシコ向けのステンレスナットが２００６年の２８６トンから２００７年に

は６２トンへと大幅な輸出減となったことなどによります。

鉄鋼製タッピンねじは５．０％増の１１，５６４トン，金額は１１．０％増の１１９億８，７００万円

となり，２年続けて１万トン超の輸出量を示しました。

鉄鋼製その他ねじは４．３％増の１８，５８２トン，金額９．４％増の３４４億４，３００万円で，鉄

鋼製その他ねじ付製品も１８．４％増の２，４８５トン，金額９．２％増の２３億６，６００万円とそ

れぞれ増加。これに対して鉄鋼製ねじ無製品（ねじを切っていない製品）は１．７％

減の７，７９１トン，金額では８．３％増の１１１億５，２００万円に。

鉄鋼製リベットは５．４％増の３，１１９トンと初めて３千トン台に乗り，金額も１４．４％

増の４７億１，７００万円と大きく伸びました。

ワッシャ類は，鉄鋼製ばね座金が５．１％減の１，８２８トン，金額２．７％減の２９億円余

〈表８〉ねじの輸出（主要国別，銅製品を除く） 単位：トン（貿易統計より）

２００６年 ２００７年 ０７／０６増減％ 国別比率 ２００８．１～６

総 計 ２６５，３３４．３ ２９９，９４３．８ ＋１３．０ １００．０ １５７，６５８．３

米 国
欧 州
韓 国
中 国
台 湾
香 港
タ イ
シンガポール
マ レ ー シ ア
インドネシア
フ ィ リ ピ ン
カ ナ ダ
メ キ シ コ
ブ ラ ジ ル
イ ン ド
オーストラリア

他

９６，２１６．９
４１，２４１．８
１，９５０．２
３５，７４１．１
４，５６９．５
３，１２４．１
３０，４７７．７
２，１３７．７
５，３３１．０
８，７７６．５
３，５３６．８
４，２９５．５
９，７７３．９
３，４４７．６
３，２４４．３
３，３２４．８
８，１４４．９

９６，９９９．６
４９，２９０．８
２，２９２．４
４８，００８．０
４，３５４．０
３，０５０．８
３５，３６６．７
１，９８６．８
５，２８４．５
１２，５０９．５
３，３６８．４
４，２３２．６
１０，８７８．３
４，７０５．７
４，０６７．９
４，３４５．０
９，２０２．８

＋０．８
＋１９．５
＋１７．５
＋３４．３
－４．７
－２．３
＋１６．０
－７．１
－０．９
＋４２．５
－４．８
－１．５
＋１１．３
＋３６．５
＋２５．４
＋３０．７
＋１３．０

３２．３
１６．４
０．８
１６．０
１．５
１．０
１１．８
０．７
１．８
４．２
１．１
１．４
３．６
１．６
１．４
１．４
３．１

４５，２０９．４
２５，１１６．３
１，８１４．８
２９，６３１．５
１，９３３．１
１，５６３．３
１９，１４６．４
１，１５０．７
２，７５１．５
８，２８３．８
１，８３５．１
１，９１０．３
４，７０８．５
２，９６７．３
２，８４１．５
２，０８６．３
４，７０８．５

〈表９〉ねじ輸出５年間の推移 （貿易統計より）

２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年

数量（ト ン）
％

１９８，６１９．７
１００．０

２２７，１５０．９
１１４．４

２４９，４４３．０
１２５．６

２６６，３６４．８
１３４．１

３００，７６７．６
１５１．４

金額（百万円）
％

１５５，３０７．７
１００．０

１７５，２１５．５
１１２．８

１９５，３９３．４
１２５．８

２２２，７６３．６
１４３．４

２５７，５６７．６
１６５．８

１１



となり，鉄鋼製平座金も数量は０．８％微減の１４，３１６トンですが，金額では８．９％増の

１９２億円余となっています。

次いで２００８年１～６月上半期におけるねじ輸出では，前年同期比数量で９．７％増

の１５７，９８４トン，金額も６．３％増の１，３０８億２，２００万円と増加しています。しかし，

２００７年上半期実績では前年同期比数量で１１．６％増，金額も１６．７％増と２桁増を示し

ていましたから，今年上半期の輸出状況を概観しますと昨年のような勢いが下がっ

ているように感じられますし，下半期の動向が気になるところです。

２００８年上半期の品目別の輸出状況では，数量で前年同期比２桁増となった品目と

して鉄鋼製ボルトが１２．０％増の８７，３３１トン，鉄鋼製ナットが１０．５％増の３７，１１２トン，

ステンレスボルトが１１．１％増の１，６９５トン，鉄鋼製その他ねじ付製品が１１．６％増の

１，３５２トン，鉄鋼製ねじ無製品が１１．２％増の４，３８５トンとなっています。

鉄鋼製その他ねじは４．６％増で９，３９７トン，鉄鋼製リベットも９．３％増の１，６７９トン

と増加しています。しかし，両品目とも金額では減少となっています。座金類も数

量では増えていますが，金額ではばね・平座金とも減少しています。

ステンレスナットは２６．２％減の３７２トンまで大幅減となり，鉄鋼製タッピンねじ

も４．９％減の５，５７５トンとなっています。

＜３＞ね じ の 輸 入

ねじの輸出は前項のように増えていますが，ねじの輸入についても増加していま

す。ねじ輸入は２００６年までの８年間にわたり年々増加を辿り，２００７年も増加して数

量では前年比８．４％増の２２０，６２６トン，輸入額も同２７．１％増の９７３億８，６００万円と伸び

ています。輸入数量も輸入金額も年々増加している訳ですが，近年の輸入状況を実

績値でみると，輸入数量の増加率に比べて輸入金額の増加率の方が高くなっている

傾向がみられます。（表１２）でみるように２００３年の輸入数量を１００とした場合に２００７

年は１４４．５の増加率ですが，これを輸入金額でみると２００３年の１００から２００７年は２２７．８

と極めて高い増加率となっています。つまりトン当たりの輸入価格が年々上昇して

いるということになりますが，特に２００６年以降の輸入額の伸び率が大きくなってい

るのが注目されます。輸入ねじの割安感というイメージにも何れ変化がでてくるか

も知れません。但しこれは輸入数量の９８％を占める中国製品を含めたアジア製品に

ついてのことであり，欧米からの輸入品とは違います。

また，２００７年のねじ輸入は前年と同様に数量では中国を中心として，台湾，ベト

ナム，韓国，タイ，インドネシア，などのアジア諸国・地域から輸入され，中でも

ベトナムからの輸入は年々増伸して２００７年は１万トンを超えている状況となってい

ます。それでも数量ベースでは中国からの輸入比率が５６．８％と前年と同じ過半数を
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占めており，前年比８．６％増の１２４，３８２トンが輸入されました。第二位の台湾かから

の輸入は７．３％増の５７，６８９トンで輸入比率は２６．４％（前年は２６．６％）となっていま

す。第三位のねじ調達国となったベトナムからの輸入は２５．９％増と伸び１１，６２５トン

の輸入で輸入比率も５．３％（前年４．６％）に上昇しています。

〈表１０〉ねじの輸入（品目別） 単位：重量トン，金額百万円（貿易統計より）

２００６年 ２００７年 増減％ ２００８．１～６

鉄鋼製ボルト
重量
金額

７８，０８１．０
１９，６８１．６

８４，５７９．１
２４，７２８．８

＋８．３
＋２５．６

４６，２９０．０
１３，７０９．９

ステンレスボルト
重量
金額

１０，９４３．２
６，００７．７

１３，３０８．５
９，５４７．９

＋２１．６
＋５８．９

３，９７４．９
２，６００．９

鉄鋼製ナット
重量
金額

２７，６６６．６
１２，０９１．５

２８，２９０．５
１５，９４２．１

＋２．３
＋３１．８

１６，６１３．０
８，４０６．７

ステンレスナット
重量
金額

６，９５６．７
５，０４４．２

６，８７２．６
６，９６１．３

－１．２
＋３８．０

１，９１０．４
２，０９５．９

鉄鋼製タッピンねじ
重量
金額

８，５８８．３
２，２２９．４

７，８４０．４
２，０１０．４

－８．７
－９．８

３，７２７．７
８８８．１

鉄鋼製木ねじ
重量
金額

１５，９５２．１
３，２３６．７

１５，３００．８
３，６１９．５

－４．１
＋１１．８

７，６３６．８
１，７４０．８

鉄鋼製その他のねじ
重量
金額

２２，６２２．０
９，４７３．７

２６，７８１．０
１１，８３１．３

＋１８．４
＋２４．９

１２，４７８．４
５，６４１．５

鉄鋼製その他ねじ付品
重量
金額

５，００５．０
２，５９１．４

６，４５６．１
３，２１２．１

＋２９．０
＋２４．０

３，４３３．７
１，６２０．８

鉄鋼製リベット
重量
金額

９０６．８
１，０１３．２

１，０４９．９
１，４３５．６

＋１５．８
＋４１．７

４１５．３
６２３．０

鉄鋼製ねじ無製品
重量
金額

４，７９９．９
５，６６７．３

４，８３３．４
５，８６３．１

＋０．７
＋３．５

２，０４３．８
２，５９９．９

鉄鋼製コーチねじ
重量
金額

１，５７３．６
２５９．７

１，７８２．６
３４９．３

＋１３．３
＋３４．５

６３５．７
１０４．８

鉄鋼製スクリューフック
重量
金額

３０３．６
１６３．６

５７６．１
２７０．８

＋８９．８
＋６５．５

３２０．０
１５１．５

鉄鋼製ばね座金
重量
金額

５，６３５．２
１，４３８．８

６，０２５．１
１，５６９．１

＋６．９
＋９．１

３，２５４．３
７８９．２

鉄鋼製平座金
重量
金額

１２，５７１．２
４，８３７．０

１３，７０２．３
６，３５０．４

＋９．０
＋３１．３

７，１１２．１
３，０６５．８

鉄鋼製コッタピン
重量
金額

１８２．０
２６８．２

１，４６８．２
５４６．６

＋８０６．７
＋２０３．８

８４２．７
２９２．０

銅 製 品
重量
金額

１，７２０．４
２，５９８．２

１，７５９．８
３，１４８．３

＋２．３
＋２１．２

１，０３８．７
１，７３５．７

総 計
重量
金額

２０３，５０７．６
７６，６０２．２

２２０，６２６．４
９７，３８６．６

＋８．４
＋２７．１

１１１，７２７．５
４６，０６６．５

１３



次いで韓国からの輸入が１０．４％増の９，１５４トンで輸入比率は４．２％，タイからの輸

入が２５．８％増の４，５４８トンで輸入比率２．１％，インドネシアからの輸入が４．７％増の

３，３５６トン，などとなっています。マレーシアからの輸入は減少に。

欧米からの輸入も増加し，米国からは１８．７％増の１，７５８トン（２７３億２，２００万円）

を輸入，欧米諸国からは５．２％増の２，５６９トン（６９億８，２００万円）を輸入しています。

米国からの輸入比率は数量では０．８％ですが，輸入額では２９．０％を占めており，欧

州諸国からの輸入比率も数量では１．２％ですが，輸入額では７．４％と，それぞれ高い

比率となっています。これに対して，アジアからの輸入比率は前述のように数量で

は９７．９％ですが，輸入額でみると６２．９％という状況です。

続いて品目別の輸入状況をみると，２００７年の輸入はステンレスナット，鉄鋼製タ

ッピンねじ，鉄鋼製木ねじの３品目が減少しましたが，鉄鋼製ボルトほかすべての

品目が増加しました。鉄鋼製ボルトは８．３％増の８４，５７９トン，金額は２５．６％増の２４７

億２，８００万円，鉄鋼製ナットも２．３％増の２８，２９０トン，金額は３１．８％増の１５９億４，２００

万円で，ステンレスボルトは２１．６％増の１３，３０８トン，金額は５８．９％増の９５億４，７００

万円，ステンレスナットは１．２％減で６，８７２トン，金額は３８．０％増の６９億６，１００万円。

ステンレスボルト・ナットの輸入額が高くなっています。

〈表１１〉ねじの輸入（主要国別，銅製品を除く） 単位：トン（貿易統計より）

２００６年 ２００７年 ０７／０６増減％ 国別比率 ２００８．１～６

総 計 ２０１，７８７．２ ２１８，８６６．７ ＋８．５ １００．０ １１０，６８８．８

米 国

欧 州

韓 国

中 国

台 湾

タ イ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

ベ ト ナ ム

他

１，４８２．０

２，４４２．７

８，２８９．４

１１４，５８０．４

５３，７５７．８

３，６１６．０

２３．９

４，３５９．８

３，２０６．４

９，２３６．３

７９２．５

１，７５８．９

２，５６９．７

９，１５４．０

１２４，３８２．１

５７，６８９．４

４，５４８．５

４３．５

２，９８９．６

３，３５６．０

１１，６２５．０

７５０．０

＋１８．７

＋５．２

＋１０．４

＋８．６

＋７．３

＋２５．８

＋８２．０

－３１．４

＋４．１

＋２５．９

－５．４

０．８

１．２

４．２

５６．８

２６．４

２．１

０．０

１．４

１．５

５．３

０．３

１，０９６．１

１，３９２．３

４，３１２．０

６５，５６３．４

２７，５０８．５

２，４５２．７

４３．０

６１４．２

１，８５６．８

５，４１４．４

４３５．４

〈表１２〉ねじ輸入５年間の推移 （貿易統計より）

２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年

数量（ト ン）
％

１５２，６４４．９
１００．０

１７４，７０４．８
１１４．５

１８８，６２６．７
１２３．６

２０３，５０７．６
１３３．３

２２０，６２６．４
１４４．５

金額（百万円）
％

４２，７４８．１
１００．０

５０，１４６．４
１１７．３

６０，５８４．０
１４１．７

７６，６０２．２
１７９．２

９７，３８６．６
２２７．８
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鉄鋼製タッピンねじは８．７％減の７，８４０トンで金額も９．８％減の２０億１，０００万円，鉄

鋼製木ねじは４．１％減の１５，３００トン，金額は１１．８％増の３６億１，９００万円に。

鉄鋼製その他ねじは１８．４％増の２６，７８１トン，金額も２４．９％増の１１８億３，１００万円と

伸び，鉄鋼製その他のねじ付製品も２９．０％増の６，４５６トン，金額も２４．０％増の３２億

１，２００万円と増加。鉄鋼製リベットも１５．８％増の１，０４９トン，金額で４１．７％増の１４億

３，５００万円と増加しています。

また，鉄鋼製コッタピン（コッター及びコッターピン）の輸入が一挙に８倍増の

１，４６８トン（金額は２倍余の５億４，６００万円）と大きな伸びを示しているのが注目さ

れます。輸入先は中国と台湾からで数量で９３％を占めています。

次いで２００８年１～６月上半期のねじ輸入状況では，数量で前年同期比４．８％減の

１１１，７２７トン，輸入額も同９．４％減の４６０億６，６００万円となり，数量・金額ともに減少

となりました。これはステンレスボルトおよびステンレスナットの輸入量が前年同

期比それぞれ５０％強の減少となったことと，主要品目のひとつである鉄鋼製その他

ねじも同１３．９％減となり，鉄鋼製タッピンねじ，鉄鋼製木ねじ，鉄鋼製リベット，

それに鉄鋼製ねじ無製品なども減少したことによります。

鉄鋼製ボルトは６．８％増の４６，２９０トン，金額は１１．７％増の１３７億９００万円，鉄鋼製

ナットも１４．４％増の１６，６１３トン，金額は９．６％増の１６６億１，３００万円と増加しました

が，これに対して，ステンレスボルトが５５．０％減の３，９７４トン，金額も５６．７％減の

２６億円に，ステンレスナットも５９．２％減の１，９１０トン，金額も５１．４％減の１９億１，０００

万円へと大幅な減少となりました。

なお，鉄鋼製コッタピンが２００７年に続いて輸入が増加しており，今年上半期では

前年同期比２５．５％増の８４２トン（金額は１１．９％増の２億９，２００万円）となっています。

コッタピンによる脱落防止の機能が改めて見直されているのでしょうか。興味ある

ところです。

＜４＞ね じ の 流 通

ねじ流通を担う卸商社（問屋），直需商社，小売店が加盟し組織している全国規

模の商業者団体である日本ねじ商業協同組合連合会が毎年実施している「ねじ流通

商社経営実態調査報告書」（平成１８年度調査，平成１８年４月１日～同１９年３月３１日）

によると，平成１８年度における年商高（推定）は４，８８８億３，３００万円となり前年度比

５．２％増で，２年連続のプラスとなりました（会員数３６６社）。１社平均年商高も前

年度比９．６％増の１３億３，３００万円と同様に２年連続の増加を示した。

会員企業数は前年度の３６８社から２社減少となりましたが，従業員数では前年度

比１３．６％増の８，６６１人をかぞえ２年連続で増加しています。
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平成１８年度は鉱工業生産指数も１０７．１（平成１２年＝１００，季節調査済）と上昇し輸

送機械，一般機械，精密機械，情報通信機械など各業種にわたって堅調な生産活動

が行なわれた年であり，これに伴いねじ流通商社における取扱い販売高も好調に推

移したことがうかがえます。好況時にはねじ製品も標準品の需要が増える傾向がみ

られますが，同調査で行っている品目別取扱比率の調査項目からもそうした動きが

推測されます。平成１８年度の品目別取扱比率では，市販用ねじ類（ワッシャ等含む）

が４３％を占め，特注品ねじ類（加工品）が３３％，その他（ねじ類以外）が２４％の割

合となっており，前年度と比較してみると市販用ねじ類の取扱が２ポイント上昇

（前年度４１％）しています。特注品は１ポイント減，その他も２ポイント減となっ

ています。しかし，付加価値の高い特殊ねじ類や独自開発ねじ製品などを指向した

事業内容に各社注力していることに変わりはありません。

例えば，商業者としての流通業務に加えてメーカーとの同行販売による新需要の

掘りおこしや，ユーザーへの提案型企業としての商社活動であるとか，ユーザーと

の共同商品開発等々，流通の枠をこえた商社活動の領域の拡大が年々高まっている

といえます。イワタボルトもこうした活動を予てより展開しているところですが，

特色ある事業活動への取り組みが，ユーザーニーズの多様化のなかで流通商社にと

って増々のぞまれてきているといえます。

しかし同年度も原油高に加え，ニッケルや銅，アルミなどの高騰によるステンレ

スを始めとしたねじ用材料の大幅な値上りが前年度より続き，ねじ製品の適正価格

維持に並々ならぬ努力が払われ，ユーザー各方面からの納入価格値上げに対する理

解を得るのに労を費やしました。これはその後も続いている課題となっています。

ねじメーカーと流通商社との間では材料高騰の実情をお互いに認識していることか

ら安定供給のために製品価格の値上も通っているようですが，この厳しい状況につ

いて最終使用者であるユーザーからの理解を求めたいものです。

なお，上記平成１８年度の推定年商高４，８８８億３，３００万円について，地区別の販売状

況をみると，東京地区が２，１６６億３，２００万円で４４．３％の比率となっており，次いで大

〈表１３〉ねじ流通商社の推移（ねじ商連調査資料を参考に作成） （販売高・百万円）

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

企 業 数
％

３６７
１００．０

３６３
９８．９

３６０
９８．１

３６８
１００．３

３６６
９９．７

従 業 員 数
％

８，００４
１００．０

７，４８７
９３．５

７，２９７
９１．２

７，６２６
９５．３

８，６６１
１０８．２

販 売 高
％

４１０，９７１
１００．０

３９７，６４４
９６．８

３９０，９９０
９５．１

４６４，８５９
１１３．１

４８８，８３３
１１８．９
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阪地区が１，５０２億６，３００万円の３０．７％，愛知地区が１，１４０億３００万円で２３．３％，神奈川

地区が７９億３，５００万円で１．６％となっています。東京地区の販売高は前年度（４１．６

％）に比べ２．７ポイント上昇しており，大阪地区は前年度（３２．４％）比１．７ポイント

減，愛知地区は前年度（２３．９％）比０．６ポイント減，神奈川地区も前年度（２．１％）

比０．５ポイント減という状況。東京地区のみが前年度比上昇となっているのが特徴

的です。

また，同調査では輸出額も調査しており，平成１８年度のねじ輸出高は１５３億７，３００

万円で総販売高の４．５％の割合。前年度の輸出比率は４．８％の１３６億９，３００万円で，平

成１８年度輸出比率では前年度より低下しましたが，輸出額では前年度比１２．３％プラ

スとなっており，海外向けも増伸したことが示されています。

ねじ需要産業の動向（参考）

続いてねじ需要産業である自動車，工作機械，家電，デジタルカメラ，パソコン

などの生産状況を実数値で以下に示しました。

自動車の平成１９年における生産台数は前年比１．０％増の１，１５７．９万台となり，平成

１４年以降前年比増で推移しています。車種別内訳では乗用車が前年比３．５％増の

８５０．３万台，軽乗用車が６．３％減の１４４．１万台，トラックが３．２％減の１０６．７万台，軽

トラックが１２．８％減の４５．３万台，バスは２８．２％増の１１．３万台。自動車生産台数の約

７割を占める乗用車（普通乗用車・小型乗用車）とバスが増加しましたが，軽自動

車は乗用車およびトラックともに減少し，普通トラックも減少したため，総生産台

数では１．０％増にとどまっています。

平成２０年１～６月上期生産状況では，前年同期比６．０％増の６，０４６，６４０台と伸びて

おり，車種別にみると普通乗用車が前年同期比１４．２％増と伸びて３，１４４，６４５台，小

□自動車 （台）

乗 用 車 軽乗用車 トラック 軽トラック バ ス 計

平成１７年
１８年
１９年
２０年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

７，６０７，９８２
８，２１７，６９３
８，５０３，１９６
７３３，５９０
８２１，１１７
８１８．４３５
６８０．４７１
６８６．２３３
７６６．０８０
４，５０５，９２６

１，４０８，７５３
１，５３８，８２２
１，４４１，４４１
１０８，５２１
１２６，０４３
１３２，４９４
１０７，１９１
１０６，４０６
１１９，７１９
７００，３７４

１，１４５，６１２
１，１０２，４５４
１，０６７，４８３
８４，９８５
９６，７０１
９９，２９５
８５，２６３
８４，８３１
９４，６６５
５４５，７４０

５４６，１８５
５２０，２６７
４５３，５８７
３７，４０６
３９，２３６
３９，０７０
３３，０３３
３５，４３８
３９，９４４
２２４，１２７

７６，３１３
８８，６３７
１１３，６７０
１１，２３０
１３，４２４
１３，４９６
１０，４０７
１０，１６１
１１，７５５
７０，４７３

１０，７８４，８４５
１１，４６７，８７３
１１，５７９，３７７
９７５，７３２
１，０９６，５２１
１，１０２，７９０
９１６，３６５
９２３，０６９
１，０３２，１６３
６，０４６，６４０
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型乗用車は０．９％減の１，３６１，２８１台，軽乗用車１１．２％減の７００，３７４台，普通トラック

は１１．６％増の３６９，５９１台，小型トラック５．９％減の１７６，１４９台，軽トラックは１．７％増

の２２４，１２７台，大型バスは２８．７％増の６，３５１台，小型バスも４２．５％増の６４，１２２台とな

っています。

また７月の生産は前年同期比２４．１％増の１，０８５，４３５台，８月は前年同期比１１．０％

減の７６８，０９９台という状況です。直近の速報値によると９月生産は１，０５４，２１３台で前

月比３７．２％増，前年同月比４．０％増となっています。

工作機械は六角穴付きボルトを主力に大量のねじ類を使用しますが，この工作機

械の平成１９年生産は１０６，２８２台で前年比５．９％増となり，前年に続いて１０万台を超え

ました。モノづくりの生産工場における設備投資が積極的に行われたことを裏付け

ています。しかし，平成２０年１～６月の生産は５２，７０５台で前年同期比０．５％増と微

増の状況となっていますが，下記の生産はどう推移するのか注目されます。

フォークリフトトラックは物流荷役作業などに必要不可欠の作業車両ですが平成

□工作機械，他 （台）

工 作 機 械 油圧・空圧機器 はん用内燃機関 フォークリフトトラック

平成１７年
１８年
１９年
２０年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

９２，０１３
１００，３５６
１０６，２８２
８，１９０
９，００２
１０，１０４
８，２１９
８，４３４
８，７５６
５２，７０５

６９，４７０，３４７
８３，２２０，３８１
８４，７２７，９３１
６，６９２，１０２
７，５９５，３４８
７，３０８，３０９
７，６３６，０４３
７，３６７，８８０
７，１０８，８９９
４３，７０８．５８１

７，９７４，７７３
７，９３２，９２３
８，０３６，８９９
６４９，８０４
７０１，５１５
７１０．６６０
６４６，８５９
６３１，６５４
６４５，５８９
３，９８６，０８１

１４１，４３２
１５５，３０９
１７１，１２８
１３，７３６
１５，７４５
１６，６５３
１４，７２５
１５，４０１
１６，９６６
９３，２２６

□家 電

液 晶 テ レ ビ プラズマテレビ 電 気 洗 濯 機 電 気 冷 蔵 庫

平成１７年
１８年
１９年
２０年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

４，３４５，１０７台
５，９６８，１７１
７，３０８，４３５
６１１，７９４
６７７，９５７
７７８，４０２
６４０，３１４
６０７，３０６
６８８，８３７
４，００４，６１０

８１６，６２６台
１，０９７，２４８
１，２８７，２５９
６５，７５８
７９，３３２
９９，３４９
９０，８３２
１０６，３２５
９４，１３１
５３５，７２７

２，６２１千台
２，５５８
２，３９７
１９５
２０９
２３５
２０５
１６９
１８４
１，１９７

２，８２１千台
２，７８３
２，４３３
１２５
１４８
１５３
１５８
１７９
２０１
９６４

１８



１９年の生産は１７１，１２８台で前年比１０．２％増と伸び，今年１～６月も９３，２２６台の生産

で前年同期比１４．５％増と引き続き２桁増を示しています。

薄型テレビの平成１９年生産は，液晶テレビ，プラズマテレビともに大きな伸びを

□デジタルカメラ，複写機など （台）

デジタルカメラ ビ デ オ カ メ ラ デ ジ タ ル 複 写 機 フルカラー複写機

平成１７年
１８年
１９年
２０年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

２８，８７５，８８３
３７，１５０，１６１
３２，２８０，８１９
１，９８６，９０２
２，２４４，０２６
３，２９２，７５１
３，８５３，３２３
３，５６６，５０７
３，３６１，０４８
１８，３０４，５５７

１３，０７５，５８１
１２，５２４，３６０
１０，２２６，８８９
５１６，４９１
７４１，１２２
７４７，０２７
８８４，３２３
７３０，９３８
６７０，２３６
４，２９０，１３７

２７４，２４５
２０４，２５３
１８６，３４６
１１，０００
１１，１５４
１２，４０７
１０，３４３
９，６２３
１０，６６１
６５，１８８

４９６，６４１
２７４，４８７
２７２，０６４
１６，５７７
１９，９５６
１８，８６１
１５，３５０
１９，７７３
１８，２１３
１０８，７３０

□パソコン，携帯電話ほか

パ ソ コ ン 携 帯 電 話 ＤＶＤビデオ カ ー ナ ビ

平成１７年
１８年
１９年
２０年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

８，９８２，０２１台
８，５３３，８４９
８，３５３，０４１
６７２，２２９
７４２，１０３
８６８，８００
６８０，４１１
５３２，０７３
５９５，６８０
４，０９１，２９６

４７，０８６千台
４８，０３４
４５，８９１
３，４２０
４，１６２
４，１８３
２，６４５
３，１２５
４，２４５
２１，７８０

２，２３２，４４３台
２，０４５，７９３
１，４８６，１５０
１３９，９４８
１３２，００９
１８４，８１０
１６４，３８３
１５１，４２８
１９２，５２１
９６５，０９９

５，３６５，４５２台
５，３３２，５０１
５，７４７，０６０
４６４，０８７
４７２，７１６
５１２，３７３
４５５，４３１
５２８，２３６
５８１，３５８
３，０１４，２０１

□産業ロボットほか （台）

数値制御ロボット プレイバックロボット 飲 料 自 動 販 売 機 セパレート型エアコン

平成１７年
１８年
１９年
２０年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

１８，９６７
２２，８８２
２２，６７５
１，６９７
１，８８５
２，２４６
１，６７８
１，８４８
２，２０７
１１，５６１

６１，０７８
５６，６８１
６１，１３９
４，８７８
５，６５９
６，３３６
５，４９６
４，７４０
５，４７９
３２，５８８

３５８，２４２
３３９，７８２
３３１，７６７
２７，９５１
３７，４８２
４３，２４９
３３，８９４
３１，７４６
３０，１１６
２０４，４３８

５，５３２，１７６
５，８５８，６２３
５，５１９，５６７
３２９，０８４
３９６，７２７
４４９，１６６
６１４，３３８
５７６，２１１
６７６，１４７
３，０４１，６７３

１９



示し，液晶テレビは前年比２２．５％増の７３０万台強に，プラズマテレビも同１７．３％増

の１２８万台強となっています。今年１～６月生産は液晶が４００万台を超えて前年同期

比２７．２％増，しかしプラズマは５３．５万台で前年同期比１．７％減という状況。電気洗

濯機や電気冷蔵庫の生産は減少の状況です。

デジタルカメラの平成１９年生産は３，２２８万台で前年比１３．１％減となりましたが，

今年１～６月期は前年同期比３５．５％増の１，８３０万台と増加に向っています。複写機

はデジタル式，フルカラー機ともに生産は減少しています。

次にいろんな最新機能を付加して新機種が登場する携帯電話ですが，平成１９年

生産は前年比４．５％減の４，５８９万台となり，今年１～６月期も前年同期比７．５％減の

２，１７８万台の生産状況です。パソコンの生産も平成１９年生産は前年比２．１％減の８３５

万台にとどまり，今年１～６月も前年同期比２．１％減の４０９万台に。パソコンはデス

クトップ型に対してノート型の生産台数の割合が大きくなっていますが，ノート型

は月毎に生産台数の増減が変化しています。

DVDビデオの生産は，平成１９年が前年比２７．４％減の１４８．６万台に落ち込みまし

たが，今年１～６月期の生産は９６．５万台と前年同期比５９．３％増という大幅な伸びを

示しています。

カーナビゲーションは自動車生産に連動するわけですが平成１９年生産は前年比７．８

％増の５７４．７万台となり，今年１～６月期生産も３０１．４万台と前年同期比７．９％増と

なっています。

また，飲料自動販売機の平成１９年の生産は前年比２．４％減の３３万台余となりまし

たが，今年１～６月生産は前年同期比２．８％増の２０万台強と増加。セパレート型エ

アコンの平成１９年生産は５５２万台で前年比５．８％減，今夏も猛暑が続きましたが，今

年１～６月生産も３０４万台で前年同期比１０．９％減という状況です。

２０





本 社 〒１４１‐８５０８東京都品川区西五反田２‐３２‐４
０３（３４９３）０２１１（代表）FAX．０３（３４９３）２０９６

五反田営業所 ０３（３４９３）０２２１（代表）
本社SOFI課 ０３（３４９３）０２５１
本社海外課 ０３（３４９３）０２５４
本社資材課 ０３（３４９３）０２５２
品質管理課 ０３（３４９３）０２５３
技術開発課 ０３（３４９３）０２１４
栃 木 工 場 〒３２９‐２３３１栃木県塩谷郡塩谷町大字田所字八汐１６０１‐６

０２８７（４５）１０５１（代表）FAX．０２８７（４５）１０５３
一 関 分 室 〒０２１‐０９０２岩手県一関市萩荘字打ノ目２４４‐１

０１９１（２４）４１１０（代表）FAX．０１９１（２４）４１８０
山形営業所 〒９９０‐００７３山形県山形市大野目４‐２‐６０

０２３（６３１）６３２１（代表）FAX．０２３（６３１）６３２２
仙台営業所 〒９８１‐１２２４宮城県名取市増田６‐３‐４６

０２２（３８４）０２６５（代表）FAX．０２２（３８４）０６９４
福島営業所 〒９６３‐０１１１福島県郡山市安積町荒井字茸谷地４１‐１

０２４（９４５）９６１０（代表）FAX．０２４（９４５）９６０５
宇都宮営業所 〒３２９‐２３３１栃木県塩谷郡塩谷町大字田所字八汐１６０１‐６

０２８７（４５）１４２１（代表）FAX．０２８７（４５）１４２２
栃 木 分 室 〒３２１‐３３２５栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台５６‐２ホンダ開発ビル

０２８（６７７）４７２１（代表）FAX．０２８（６７７）４７１９
上田営業所 〒３８６‐０００５長野県上田市古里２９‐２３

０２６８（２６）１２９５（代表）FAX．０２６８（２６）１２５９
群馬営業所 〒３７０‐３５２４群馬県高崎市中泉町６２１‐６

０２７（３７２）４３６１（代表）FAX．０２７（３７２）４３６６
太田営業所 〒３７３‐０８４１群馬県太田市岩瀬川町１１３‐３

０２７６（４６）１７９６（代表）FAX．０２７６（４６）１７６４
埼玉営業所 〒３６４‐００１３埼玉県北本市中丸４‐７２番地

０４８（５９１）２２１２（代表）FAX．０４８（５９１）２２６１
つくば営業所 〒３０５‐００４５茨城県つくば市梅園２‐２７‐２５

０２９（８５５）０７６４（代表）FAX．０２９（８５５）０７６９
千葉営業所 〒２９２‐０８３４千葉県木更津市潮見６‐１０

０４３８（３７）３０９４（代表）FAX．０４３８（３７）３１９４
多摩営業所 〒１９６‐００３２東京都昭島市郷地町２‐３８‐３

０４２（５４１）５５３４（代表）FAX．０４２（５４１）６４１６
横浜営業所 〒２３６‐０００４神奈川県横浜市金沢区福浦２‐１３‐３８

０４５（７８１）４３１１（代表）FAX．０４５（７８１）４３６１
厚木営業所 〒２４３‐０２０３神奈川県厚木市下荻野５１８番地

０４６（２４１）７０２１（代表）FAX．０４６（２４１）７０２３
藤沢営業所 〒２５２‐０８０４神奈川県藤沢市湘南台１‐２１‐５

０４６６（４４）１２７７（代表）FAX．０４６６（４４）８８１６
富士営業所 〒４１９‐０２０１静岡県富士市厚原３６７‐７

０５４５（７１）３５８８（代表）FAX．０５４５（７１）２５３８
浜松営業所 〒４３０‐０８３１静岡県浜松市南区御給町１７９‐１

０５３（４２５）１１１８（代表）FAX．０５３（４２５）９４４８
刈谷営業所 〒４４８‐０８０３愛知県刈谷市野田町新上納２９‐１

０５６６（２４）６３２１（代表）FAX．０５６６（２４）６３２６
名古屋営業所 〒４５２‐０８４７愛知県名古屋市西区野南町７８番地

０５２（５０２）７７６１（代表）FAX．０５２（５０２）７７６３
三重営業所 〒５１０‐０８７４三重県四日市市河原田町藤市９１７‐１

０５９（３４７）１９４１（代表）FAX．０５９（３４７）１８６７
大阪営業所 〒５８１‐０８２２大阪府八尾市高砂町３‐３‐１６

０７２（９２３）７９１０（代表）FAX．０７２（９２３）７９１１
福岡営業所 〒８２４‐００５８福岡県行橋市長木字帽子形３７２‐１

０９３０（２３）９４４４（代表）FAX．０９３０（２３）９４５１
久留米営業所 〒８３９‐０８０８福岡県久留米市東合川新町１１‐１３

０９４２（４５）３４５１（代表）FAX．０９４２（４５）３４５２

IWATA BOLT HONG KONG CO., LTD.
UNIT B, 1/F, KOON WAH MIRROR GROUP
BUILDING, NO.2 YUEN SHUN CIRCUIT, YUEN
CHAU KOK, SHATIN, N.T. HONG KONG.
８５２‐２６４９‐９１１０ FAX．８５２‐２６４６‐６１１９

IWATA BOLT（SHANGHAI）CO., LTD.
PARTB, NO.39BUILDING, 461HUA JINGROAD,
SHANGHAI WAIGAOQIAO FREE TRADE ZONE,
P. R. CHINA ZIP 200131
８６‐２１‐５０４６‐３０３７ FAX．８６‐２１‐５０４６‐３０３８

IWATA BOLT（SHENZHEN）CO., LTD.
NO.001-12 INDUSTRIAL ESTATE ZONE, TONG
FU YU TANG XIA YONG, SONGGANG STREET,
BAO AN DISTRICT, SHEN ZHEN CITY, GUANG
DONG PROVINCE, CHINA ZIP 518105
８６‐７５５‐2714‐0442 FAX．８６‐７５５‐2714‐0443

IWATA BOLT TRADING（SHENZHEN）CO., LTD.
UNIT A-301 XINGDA LOGISTICS BUILDING
NO.3, LANHUA ROAD FUTIAN FREE TRADE
ZONE SHENZHEN CHINA P.C. NO.518038
８６‐７５５‐６１３０‐１０７７ FAX．８６‐７５５‐６１３０‐１０８０

IWATA BOLT（THAILAND）CO., LTD.
41/74-75UNIT F5-F6, BANGNA-TRAD RD. KM.
16.5, T. BANGCHALONG, A. BANGPLEE,
SAMUTPRAKARN 10540 THAILAND
６６‐２‐７４0‐786０ FAX．６６‐２‐７4０‐7863

IWATA BOLT（S）PTE. LTD.
NO.10 BENOI CRESCENT JURONG TOWN
SINGAPORE 629973
６５‐６２６６‐３７９４・３７９５ FAX．６５‐６２６６‐２１１５

IBK FASTENER MALAYSIA SDN. BHD
No.2, JALAN PJS 11/3 BANDAR SUNWAY
46510 PETALING JAYA SELANGOR,MALAYSIA
６０‐３‐５６３８０２１５ FAX．６０‐３‐５６３８０２１８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス工場
7131 ORANGEWOOD AVE. GARDEN GROVE,
CALIFORNIA 92841-1409 USA
１‐７１４‐８９７‐０８００ FAX.１‐７１４‐８９７‐０８８８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス支店
１3128 A-2 IMPERIALHWYSANTA FE SPRINGS.
CALIFORNIA 90670 USA
１‐５６２‐４０７‐３１１１ FAX.１‐５６２‐４０７‐３５５５

IWATA BOLT USA INC. アトランタ支店
5324 GA HWY 85 SUITE 900
FOREST PARK. GEORGIA 30297 USA
１‐４０４‐７６２‐８４０４ FAX.１‐４０４‐６６９‐９６０６

IWATA BOLT USA INC. オハイオ支店
7446WEBSTER STREET DAYTON, OHIO 45414
USA
１‐９３７‐４５４‐１２７７ FAX.１‐９３７‐４５４‐１４８０

IWATA BOLT USA INC. ナッシュビル支店
401 AIRPARK CENTER DRIVE NASHVILLE, TN
３7217 USA
１‐６１５‐３６５‐１２０１ FAX.１‐６１５‐３６５‐１２０６

IWATA BOLT USA INC. カナダ支店
1199 RINGWELLDRIVE, UNIT B, NEWMARKET,
ONTARIO L3Y 7V1 CANADA
１‐９０５‐９５３‐９４３３ FAX.１‐９０５‐９５３‐０１６７

IWATA BOLT MEXICANA, S.A. DE C.V.
PROL. MILO NO. 610 COL. LA NOGALERA
GUADALAJARA. JALISCO C.P. 44470
５２‐３３‐３６６６‐２３７０ FAX.５２‐３３‐３６６６‐２３７３

はあなたの会社に
最適締結システムを提供します
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